
演題
番号

区分
所属
家保

タイトル 発表者 座長 開始 終了

1 網走 地域と連携した飼養衛生管理基準の遵守状況の確認と改善に向けた取り組み 髙橋みゆき 9:30 9:42

2 釧路 管内Ａ町における地域との共同による飼養衛生管理基準巡回指導体制の構築 廣川友弥 9:43 9:55

3 上川 飼養衛生管理の改善が決め手となった黒毛和種繁殖農場の呼吸器病対策 大野 治 9:56 10:08

4 空知 褐毛和種農場で多発した膣腫瘤対策と子牛の事故率低減の取り組み 橋爪真璃子 10:09 10:21

5 留萌
留萌管内の公共牧場入牧牛における牛ウイルス性下痢・粘膜病の防疫対策に
ついて

山本雅也 10:22 10:34

6 根室 環境検査及びスクリーニング遺伝子検査法を活用したヨーネ病対策事例 爲實大地 10:35 10:47

7 後志
Salmonella  Stanleyによる牛サルモネラ症の発生とアライグマのサルモネラ
保菌調査

小林亜由美 10:48 11:00

8 檜山 豚舎スクラップアンドビルドを契機としたSPF豚農場認定への取り組み 藤原正俊 11:01 11:13

9 胆振 地域一丸となった高病原性鳥インフルエンザ防疫体制の強化 内藤友子 11:14 11:26

10 十勝 道内初の高病原性鳥インフルエンザ発生と厳寒期における防疫対応 太田晴喜 11:27 11:39

11 石狩 動物薬事事務推進上の課題改善に向けた取組み 萩谷香織 11:40 11:52

12 上川 Tax遺伝子に変異を疑う牛白血病ウイルスの検出事例 宮澤和貴 13:00 13:12

13 十勝 牛ヨーネ病患畜の病型分類と胎子感染確率の検証 谷口有紀子 13:13 13:25

19 十勝 Salmonella Dublinの効率的な検査方法の検討 岡本絵梨佳 14:31 14:43

14 網走 オホーツク管内における過去５年間の牛呼吸器病原因検索 梶田桃代 13:26 13:38

15 渡島 北海道における豚デルタコロナウイルス初分離事例とその疫学 早川　潤 13:39 13:51

17 日高 ロドコッカス・エクイ感染症10年間にわたる回顧的調査と対策の推進 本間慎太郎 14:05 14:17

18 十勝
高病原性鳥インフルエンザ(H5N6亜型)発症鶏の病性鑑定成績と他症例との比
較

川島悠登 14:18 14:30

16 石狩 めん羊の細胆管反応を特徴とする慢性肝障害の継続発生事例 木川　理 13:52 14:04

20 宗谷 トナカイの病原体保有状況調査 山田真由 14:44 14:56

※各演題の演題は発表10分間、質疑応答２分間、演題の間にはロスとして　１分間　⇒　1題につき13分使用する計算

独立行政法人　北海道立総合研究機構　研究発表

タイトル 発表者 座長

1 地域防疫のための酪農場の感染症モニタリング法 福田茂夫
畜産試験場
及川　学

※発表30分間、質疑応答は10分間

15:15～15:55
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Ⅰ部

時間

Ⅱ部

石狩家保
神間清恵

渡島家保
内田兼司

日高家保
本間慎太郎

上川家保
藤本彩子

網走家保
髙橋弘康

所属

畜産試験場
基盤研究部


